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論文内容の要旨 

本研究は日本とイタリアの体育学専攻大学生を対象にドーピング意識の違いを明ら

かにすることを目的とする。スポーツ規範がドーピング意識に影響を及ぼすという仮

説モデルにもとづき、次の２点をリサーチクエスチョンとして設定した。 

①日本の体育学専攻大学生群はイタリアの体育学専攻大学生群より「ドーピングを

肯定する意識」が低い（アンチ・ドーピング意識が高い）という仮説を検証する。 

②「ドーピング意識とスポーツ規範に関する項目」の比較分析から、日本とイタリ

アの体育学専攻大学生群では「ドーピング意識」に影響を与える因子にどのような違

いがあるのかを明らかにする。 

「ドーピングに対する考え方」の質問項目に対し、ドーピング項目とスポーツ規範

項目に分け、仮説モデルの構造方程式モデリングによる検証を行った結果、尺度の信

頼性が示された。 

結果１．「ドーピング意識」因子には差が見られなかったが、「特別ドーピング」因

子（有名スポーツ選手やチームの勝利のためのドーピングを肯定する意識）では日本

がイタリアより有意に低い値を示した。 

結果２．日本と比べてイタリアでは有意に「フェアプレイ精神」と「ドーピング意

識」に負の影響が強く見られ、「フェアプレイ精神」の値が高いほど「ドーピング意識」

に負の影響を与えていた。また、イタリアと比べて日本では有意に「特別ドーピング」

と「ドーピング意識」に正の影響が強く見られた。 

結論として、①イタリアの体育学専攻大学生は一般的にはドーピングを容認しない

が、有名スポーツ選手やチームの勝利のためのドーピングは容認する傾向にあり、日

本は容認しない傾向があること、②イタリアではフェアプレイ精神が高いほど一般的

なドーピングを容認しない傾向があるが、日本ではフェアプレイ精神とドーピング意

識の関係が弱いこと、③ドーピング意識に対する特別ドーピング意識の影響力はイタ

リアよりも日本のほうがより強いことが明らかになった。 

 

 

 


